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セグロセキ レイの生息地選好要因

川辺 百樹1)

FactorsofthehabitatpreferenceofJapaneseWagtail,ル 伽oo'1Zαgmη ∂Z5

MomokiKAwABE1)

は じ め に

筆者 は,セ グロセキ レイ ル餅αc/11αgroη漉3の 本

来 の生息地が砂礫川原 を もつ河川 であ ることを明

確 に し,セ グ ロセキ レイが 日本列 島に特徴 的な水

辺空間 である砂礫川原 を もつ河川 に生活 の場 を得

る ことによ り日本列 島の固有種 とな った との考 え

を明 らかに した(川 辺2004).

砂 礫 川 原 の 出現 メ カ ニ ズ ム に つ い て は川 辺

(2004)で 述 べ たので ここではふれ ないが,砂 礫

川原 を もっ河川 の うち砂礫 の運搬堆積 が活 発な河

川 を,本 稿 で は網状 流河川braidedstreamと い

い,砂 礫川原 を もっが砂礫 の運搬堆 積がそれ ほど

活発 ではない河川 を礫床 河川 ということにす る.

な お,礫 床 河川 には一般化 された英名がな い.

網 状流 河川 と礫床河川 にお けるセグロセキ レイ

の繁殖期 あるいは冬季の縄張 りや行動圏については

すで に報告があ る(羽 田 ・篠 田1969;Higuchi&

Hirano1983,1989;平 野1981,内 田 ・永 田2000,

Ohsako2001).し か し,留 鳥 で あ るに もかか わ

らず,本 種の通年 の行動圏 につ いて は報告例 がな

い.ま た,セ グロセキ レイが 日本列 島の河川特性

で ある網状流河川や礫床河川 を選好す る要因 にっ

いて の議論 もこれまで なされていない.

本 稿 の目的 は,セ グロセキ レイが網状流河川 を

通年 どのよ うに利用 しているかを明 らかにす るこ

と,セ グロセキ レイが網状流河川 を生息地 として

選好 する要因 にっいて考察 す ることであ る.

調 査 地

調査は北海道中央部(十 勝地方北部)の 居辺川,

糠平,十 勝三股で行なった(図1).

1)居 辺川 居辺川は十勝平野北部の士幌台地

に源を発 し,押 帯台地を東に流れ利別川に合流す

る流路延長は33.5kmの 河川である(北 海道土木

協会1995).こ の川は居辺断層に沿って流れ,下 刻

が著 しいため,流 域は谷地形となっている.山 地に

源流をもたないが,側 刻により上士幌町東居辺付

近で扇状地礫層(北 居辺礫層:十 勝団体研究会

1978)か ら多量の砂礫が供給されるため,砂 礫の

川原をもち,網 状流河川となっている(図2).調 査

地は居辺川の標高200m(北 緯43度11分42秒,東

経143度22分47秒;図5のA)付 近から標高240mの

東居辺橋(北 緯43度13分32秒,東 経134度22分36

秒;図5のB)ま での河道とその両岸で,調 査地

の面積は約1.7km2で ある.な お,河 道 とは高水

時に流路となるところをいう(池 田1981).調 査

地は砂礫が多いため,河 道には増水によって砂礫

が移動 し,流 路が遮断されてできた止水に近い水

域 も点在する(以 下,旧 流路 という).河 道の両

岸はやや段丘化 しており,河 畔林が成立 している.

この河畔林の中にかっての河道(以 下,旧 河道と

いう)が あり,緩 やかな流れとなっている.両 岸

の段丘崖下部には湧泉が各所にあり,こ こか ら小

さい流れが居辺川に入っている(以 下,細 流とい

う).ま た両岸の氾濫原 には小学校や農家が点在

し,森 林を伐開したグランドや農地(主 に牧草地)
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もあ る.調 査 地 の約6km西 に あ るAMeDAS

(ア メ ダス)上 士幌観 測点で の1979～2000年 の年

平均気温 は5.4℃,年 平均降水量 は897mmで あ った.

12月 か ら3月 下旬 まで雪 に覆われ る.

2)糠 平 大雪 山系南東部 の森林帯 の中にあ る

温泉 地で あ る(図3).1955年 の糠平 ダムの完成
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図2.居 辺 川(セ グ ロセ キ レイ の 本 来 的 生 息 地 で

あ る網 状 流 河川).1974年 国 土 地 理 院 撮 影

Figure2.TheOribeRiver(primaryhabitatfor

JapaneseWagtail).Theaerialphotographtaken

in1974.
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図1.調 査 位 置 図.1:居 辺 川2:糠 平3:十 勝 三 股

Figure1.Locationofstudysites.1:theOribeRiver,

2:Nukabira,3:Tokachi-Mitsumata

図3.糠 平(セ グ ロ セ キ レ イ が営 巣 地 と す る糠 平 湖 の

湖 岸)

Figure3.Nukabira(theshoresofNukabirareservoir

whereJapaneseWagtailnested)

'撫藤纏繍 燃

図4.十 勝 三 股(セ グ ロ セ キ レイが 営 巣 す る貯 木 場)

Figure4.Tokachi-Mitsumata(alumberyardwhere

JapaneseWagtailnested)
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によって集落の東側に人造湖(以 下糠平湖という)

が出現 し,自 然環境は大 きく変化 した.調 査は集

落 と糠平川河口付近の糠平湖で行なった.調 査面

積 は約0.5km2で ある.糠 平湖は発電用貯水池の

ため,冬 から春に水位が著 しく低下 し,そ の後水

位が上昇 し秋に満水となる.こ の間,湖 岸には裸地

が現れ,か つての森林の名残をとどめる伐根が多

数みられる.特 に春季に糠平川河口部に砂礫川原

が現れる.ア メダス糠平観測点での1979～2000年

の年平均気温は3.5℃,年 平均降水量 は1298mm

であった.12月 から4月 中旬まで雪に覆われる.

3)十 勝三股 糠平か ら約20km北 に位置 し,

十勝三股 カルデラを覆 う森林帯の中にある集落

(標高670m)で ある(図4).1939年 に鉄道が開

通 し,木 材の集積地 として集落が形成された.集

落の西側を音更川の支流,中 の川が流れているが,

大きな砂礫川原は見 られない.調 査は貯木場 とそ

の周辺の居住地,中 の川で行なった.調 査面積は

約0.5km2で ある.十 勝三股にはアメダス観測点が

ないが,旧 国鉄十勝三股駅の1974～1978年 の観測

記録によると,年 平均気温は1.90Cであった.12月

か ら4月 下旬まで雪に覆われる.

方 法

1976年 か ら調査 を開始 し,観 察時間 は大幅 に減

少 したが現在 も調査を継続 して いる.こ こで取 り

上げ る主要なデータは糠平 と十勝三股 が1976年 に,

居辺川が1980年 か ら1983年 に得 られた ものである.

1976年 の 糠平 と十勝三股の調査 日数 は,そ れぞれ

47日,42日 で あ り,1980年 か ら1983年 の 居辺川の

調 査 日数 は424日 で あ った.か す み網 で セグ ロセ

キ レイを捕獲 したのち体の各部位を計測 し,個 体

識別 のためカ ラー リングを附 蹟に装着 した.双 眼

鏡(8倍)あ るいは望遠鏡(25倍)を 用いて行動

を観察 し,3000分 の1あ るいは1万 分 の1の 地図

に位置 を記録 した.こ の ときバ クセキ レイの調査

も同時にすす めてお り,こ れ らの調査地 でバ クセ

キ レイをかす み網 で捕獲 したのち体 の各部位 を計

測 した.計 測 はすべ て筆者 が行 な った.な お,採

食行 動の検定 に はMann-WhitneyのU検 定 を,

外 部計測値 の検定 にはt検 定 を用 いた.

結 果

1.行 動圏

1)居 辺川 年ごとの繁殖っがい数は,1980年

と1983年 が5,1981年 と1982年 が6で あった.調

査地に2年 以上滞在 したのは3個 体で,い ずれ も

雄であった.こ のうち1980年5月(い っか らここ

に定着 していたかは不明)か ら1983年1月 まで2

年8ケ 月滞在 し,観 察時間が18,280分 と最 も多い

個体ナ ンバー27♂の行動圏を図5に 示す.

1980年 は5月 か ら8月 までは河道と河道に隣接

するグランドなどの裸地を行動圏としていたが,

9月13日 か ら9月19日 まで営巣地か ら北へ500m

ほど離れた放牧地を他の繁殖個体や若鳥とともに

採食場所 とした.そ してその後再び河道を採食場

所 とし,12月5日 から1981年1月21日 までは河道

の外の旧河道 ・湧泉 ・細流も採食場所としてよく

利用 した.

1981年 は2月 から7月 まで,前 年 と同様河道と

その近隣の裸地を行動圏とした.そ して8月8日

から10月29日 まで放牧地を採食場所 とし,前 年利

用が確認 されなか った営巣地の南方約1.5kmの 放

牧地 と前年 と同じ放牧地を採食場所 とした.10月

31日 から1982年1月13日 までは河道 と旧河道 ・湧

泉 ・細流を採食場所 として利用 した.

1982年 は,前 年同様2月 から7月 まで河道と近隣

の裸地を行動圏 としたが,2月 には隣の雄のなわ

ばりを飛び越えて約500m上 流の河道を採食場所

とした.い わば 「飛び地」的土地利用である.な

おこの飛び地では接近 してきた放浪個体に対 し排

除のための攻撃行動はみ られなかった.8月9日

か ら9月15日 までは前年同様,営 巣地の南方と北

方の放牧地を採食場所として利用 した.そ の後河

道を採食場所としたが,11月20日 か ら12月18日 ま

ではときおり旧河道 ・湧泉 ・細流も採食場所とし

て利用 した.

このように27♂ は一年を通 して基本的に河道を

採食場所としたが,夏 から秋に放牧地を採食場所

とするため行動圏が大きく拡大 し,冬 季に河道を

中心に河道の外の湧泉や細流,旧 河道を採食場所

とするため繁殖期の行動圏よりも拡大 した.他 の

2羽 の雄 も類似 した生息地利用を行なった.27♂
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の 行 動 圏 の 面 積 は,繁 殖 期 が59,450m2(1981年)・

68,550m2(1982年),秋 季 が432,100m2(1981年)・

246,450m2(1982年),冬 季 が32,200m2(1980/81年)・

93,750m2(1981/82年,た だ し 隣 接 ♂ の な わ ば り

部 分 を 含 め な い)・48,250m2(1982/83年)で あ っ

た.

1980年9月

(596分)

1980年11月

～1981年2月

(494分)

2)糠 平1976年 に初 めて繁殖 が確認 され,そ

の後1979,1981,1982,1984,1999年 に各1っ が

いが繁殖 した.1981年 に繁殖 したっがいにカ ラー

リングをっけ観察 した ところ,こ のっがい は秋 季

にはいな くな り,こ れ と入 れ替わ って別 の個体 が

飛来 した.こ の標識個体 は翌春 と翌 々春に同 じ組

1981年3月

～1981年7月

(3000分)

1981年8月

～1981年10月

(4851分)
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図5.居 辺 川 に お け る27♂ の 行動 圏.星 印 は巣 の 位 置

Figure5.Thehomerangeof27♂attheOribeRiverfromMay1980toJanuary1982.★:nestsite
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合 せで糠平 に戻 り,1982年 に繁殖 したが,1983年

に は繁殖 しなか った.こ の例か らも明 らかなよ う

に糠平で はセグロセキ レイが冬季 も生息す るが,

繁 殖個体が そのまま残留す るとい うことではない.

糠 平で繁殖 したっが いの うち最 も観察時間が多

いの は1976年 の ものであった.こ のつがい(以 下,

1981年11月

～1982年2月

(1437分)

1982年3月

～1982年7月

(2924分)

N76と い う)の 行動 圏を図6に 示 す.

N76雄 雌 は,1976年4月9日 に定着が確認 され,

4月10日 に人家 の屋根 で巣造 りをは じめた.そ し

て4月18日 に産卵 を開始 したが,艀 化7日 目に ヒ

ナが消失 した.巣 に訪れたN76雌 の尾羽がな くなっ

てお り,抱 雛 中に動物 に襲 われたよ うであ った.

1982年8月

～1982年10月

(3792分)

1982年11月

～1983年1月

(569分)
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N76雄 雌は5月9日 に営巣場所付近に現れたのを

最後に姿を消 した.

営巣地周辺の裸地と糠平川の川原を採食場所とし

てよ く利用 し,雄 の行動圏の面積 は約106,500m2

で あ った(4月1日 ～5月7日 の8,119分 の 観 察

によ る).

糠 平では,こ れ まで確認 されたセグロセキレイの

営巣 は6回 であった.家 屋での営巣が2回,湖 岸の

図6.糠 平 にお け るN76♂ の 行 動 圏.星 印 は巣 の位 置

Figure6.ThehomerangeofN76♂atNukabirainAprilandMay1976.★:nestsite

図7.十 勝 三 股 にお け るM76S♂ とM76N♂ の行 動 圏.星 印 は巣 の位 置.1:M76N♂ の採 食 地2:M76S♂ の採 食 地

Figure7.ThehomerangeofM76S♂andM76N♂atTokachi-MitsumatainMayandJune1976.★:nestsite

1:foragingsiteofM76N♂,2:foragingsiteofM76S♂
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切 り株での営巣が4回 であった.1999年 に営巣 した

家屋 は1976年 と同一であった.糠 平川の河口は砂礫

が堆積 し,好 適 な採食場所 とな っていた.こ の こと

が繁殖期の生息地 として好適であ ったと考え られる.

3)十 勝 三股1976年 と1977年 に それ ぞれ2っ

が い,1978,1987,1988年 に各1っ が いの繁殖が

確認 され た.そ れ以降繁殖 は確認 されて いない.

観 察 時間 の最 も多 い1976年 に繁 殖 した2っ が い

(以下,M76N,M76Sと い う)の 行動圏を図7に

示す.M76NとM76Sは,5月11日 に製材工場の

貯木場 に積 み上 げ られた丸太の隙間 に営巣 して い

るのが確認 され,両 者 の巣 と巣 の間隔は15mほ ど

であ った.な お,M76Nは6月4日 に艀化予定で

あ ったが,艀 化せず,150mほ ど北の貯木場の丸 太

図8.冬 季 の 採 食 場 所 と な る 居 辺 川 の 段 丘 崖 の 湧 泉

Figure8.SpringatterracescarpalongtheOribe

River,whereisforagingsiteforJapaneseWagtailin

earlyWinter.

の隙 間で再営巣 した.両 つがい とも巣 の周辺 の貯

木場 を採食場所 として利用 する とともに,巣 か ら

西へ300～500m離 れ た川原 も採食場所 として利用 し

た.と きどきM76N雄 は,巣 か ら北へ約2km離 れ

た砂利取 り跡の川原(図6の1)へ,そ してM76S

雄 は巣か ら北東へ4kmほ ど離 れた砂利取 り跡の川

原(図6の2)へ 行 った.こ れ らを除 く,M76Nと

M76Sの 行 動圏 はそれぞれ144,300m2,103,150m2

程 で あった(5月14日 ～6月10日 の10,370分 の観察

によ る).M76Sの 巣 立 ち雛 と親 は7月13日 を最

後 に繁殖期 の行動圏 とその周辺か ら姿 を消 した.

M76Nの ひ なは7月14日 に巣 立 ちま た標識 をっ

けた1978年 の 繁殖雌 は,8月 には姿 を確認す る こ

とがで きなか った.

2.冬 季 の生息地利用 と採食方法

前述 のよ うに27♂ は冬 季 に河道だ けでな く,河

道 の外 の旧河道 ・湧泉 ・細流 を採 食場所 と して利

用 した(図8).居 辺 川 にお ける本種の冬季 の採食

場所 は,図9の よ うに模式化 され る.セ グロセキ

レイが冬季に河道の外 をどの程度利用 しているかを

明 らか にす るため,1980-1981年 と1981-1982年

の冬 に調査地 に滞在 した個体 の河道 と河道外 の利

用時間を表1に 示す.1980年 の12月 と1981年 の1月

お よび11月 は捕捉時間の半分以上が河道外で観察

されたが,そ れ以外の月の河道外滞在率 は10%に

満 たなかった.こ のように河道外の利用は年 によっ

て も,月 によ って も違 いがみ られた.

セ グロセ キ レイ はカ ワゲ ラPlecopteraや カ ゲ

、
湧泉

駅

《一一 一 一 一 一一一一 一 河道 一 一 一一 一 一一 一→,

細流

、 逸卜＼ 与 ＼

川原 中州

旧流路 流路(流 路州)

キ 原 氾濫原 、 氾濫原
流路 旧河道

図9.網 状 流 河 川 に お け る セ グ ロセ キ レイ の 採 食 場 所 模 式 図

Figure9.SchemaofforagingsiteofJapaneseWagtailatbraidedstream .
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表1.居 辺 川 にお け る冬 季 の 河 道 と河 道 外 の利 用 時 間

Table1.HabitatuseofJapaneseWagtailattheOribeRiverinwinterfrom1980to1983

minutesof

observation

観 察 時 間(分)

time滞 在 時 間

inriverchannel

河 道 内%

outofriverchannel

河 道 の 外%

1980年12月

1981年1月

1981年2月

1981年3月

1,675

581

2,004

1,427

51330.6

26545.6

1,89294.4

1,16981.9

1,16269.4

31654.4

1125.6

25818.1

1981年11月

1981年12月

1982年1月

1982年2月

1982年3月

1,914

4,387

2,394

2,935

5,482

92348.2

4,08393.1

2,35298.2

2,92199.5

5,36197.8

99151.8

3046.9

421.8

140.5

1212.2

1982年11月

1982年12月

1983年1,月

1983年2月

1983年3月

1,890

1,766

1,026

904

689

1,72491.2

1,74098.5

1,02599.9

90299.8

68399.1

∩6

rO

-
⊥
9
創
Q
ゾ

∩6

1

0

AU

(U

ρ0

ハ0

噌1

9
臼
ρ0

ρ0

9
白

1

表2.居 辺 川 にお け る セ グ ロ セ キ レイの 冬 季 の採 食 行 動.カ ッ コ内 の数 字 は1時 間 当 りの回 数

Table2.ForagingbehaviorofJapaneseWagtailattheOribeRiverinwinterfrom1980to1982.Thefigure

intheparenthesisshowsthenumberoftimesperhour.

minutesof

observation

観察時間
(分)

No.ofentering

thewatertothe

abdomen

腹 部 ま で の

入 水 回 数

No.ofputtingNo.ofpicking

aheadintheleaves

　　　　　

頭 部 の入 水 葉 を摘 み 上

回 数 げ る回 数

No.offbraging

larvacaddisfIy

トビケラ捕食

回数

TheapPearancestatus

ofthemidgeand

stoneHy

ユ ス リカ とカ ワゲ ラ

の 成 虫 出 現 状 況

1980年12月

1981年1月

1981年2月

1981年3月

949

355

984

973

7(0.44)

2(0.34)

1(0.06)

1(0.06)

1(0.06)

1(0.17)

7(0.43)

3(0.18)

16(1.01)

0(0.00)

2(0.12)

1(0.06)

9(0.57)

7(1.18)

3(0.18)

1(0.06)

見られず

見られず

ユスリカ多い

両種とも い

1981年11月

1981年12月

1982年1月

1982年2月

1982年3月

795

2,365

1,383

1,912

2136

1(0.08)

0(0.00)

2(0.09)

1(0.03)

3(0.08)

0(0.00)

3(0.08)

3(0.13)

1(0.03)

2(0.06)

13(0.98)

42(1.07)

3(0.13)

4(0.13)

1(0.03)

4(0.30)

13(0.33)

3(0.13)

3(0.09)

3(0.08)

見られず

両種とも多い

ユスリカ多い

両種とも多い

カワゲラ い

11,852 18(0.09) 21(0.11) 82(0.42) 46(0.23)

ロウEphemeropteraの 幼 虫 を採 食す るため落葉

を嗜で摘み上 げた り,水 生昆虫 を採食す るため腹

部 まで水 に入 った り,水 中の水生昆虫 をっいばむ

ため頭部 まで水 に入 れた りした.こ のよ うな採食

方 法 の頻 度 とユ ス リカChironomidaeお よ び カ

ワゲ ラの成虫の水面 や地表への出現状況 との関係

を表2に 示す.な お,落 葉の摘み上 げや頭部 まで

の入水が同 じ場所で連続的 に行 なわれ ることが多

いが,こ のよ うな場合 は1回 と して数えた.採 食 が

確認 され た トビケ ラTrichopteraは 約1.5cm以 上

のサイズであ った.小 さなもの も採食 しているよう

だが,そ のまま飲み込 む らしく確認で きなか った.

河 道 の流 路の水際にユス リカや カワゲ ラの成虫

が見 られなか った月(1980年12月,1981年1月 お

よび11月)に は,ト ビケラ幼虫の捕食回数が多 く

(z=2.066,p〈0.05),腹 部 までの入水回数が多

くなる傾 向が あ った(z=1.807,p=0.0707).

ま た河道外 をよ く利用 したのは,河 道 の流路 の水

際にユス リカやカ ワゲ ラの成虫 が見 られなか った

ときであ った.
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表3.北 海 道 中央 部 で捕 獲 さ れ た セ グ ロセ キ レイ とバ クセ キ レイ の 計 測 値

Table3.MeasurementsofJapaneseWagtailandWhiteWagtailcapturedincentralHokkaido

ル∠8m刀 畝曾

セグロセキレイ

ル∠∂」の∂Zα8θ四5・

バ クセ キ レイ

♂ ♂

平 均 値 ± 標 準 偏 差

Mean±S.D.(N)

Range

♀ ♀

平 均 値 ± 標 準 偏 差

Mean±S.D.(N)

Range

♂♂ ♀♀
平均値±標準偏差 平均値±標準偏差
Mean±S.D.(N)

Range

Mean±S.D.(N)

Range

翼 長Winglength

尾 長Taillength

附 蹴 長Tarsuslength

全噛峰長Cs

騰高 Bh

階幅Bw

第1趾 爪Firsttoeclaw

第3趾 爪Thirdtoeclaw

体重Weight

翼差Dsw

99.04±2.51(13)

94.0-103.0

98.15±2.89(13)

95.0-102.5

26.38±0.87(13)

24.00-27.50

20.23±0.92(13)

19.20-22.80

3.70±0.09(10)

3.60-3.85

3.38±0.12(10)

3.20-3.60

4.76±0.19(5)

4.55-5.00

3.83±0.21(5)

3.60-4.15

31.35±1.36(13)

29.0-33.5

15.65±1.76(13)

13.0-18.5

92.77±1.72(17)

90.0-96.0

93.09±2.79(16)

89.0-100.0

25.20±0.44(18)

24.05-26.00

19.62±0.55(18)

18.50-20.40

3.55±0.10(14)

3.40-3.75

3.34±0.12(14)

3.20-3.60

4.77±0.33(7)

4.25-5.15

3.95±0.19(5)

3.75-4.15

28.82±2.02(14)

26.0-33.0

13.46±2.13(14)

9.5-17.0

96.40±2.81(26)90.80±2.07(33)

90.0-102.087 .0-95.0

94.43±2.59(27)89.66±3.18(31)

90.0-100.085.0-98.0

24.38±1.60(27)23.82±0.71(33)

21.55-25.9022.60-25.75

18.69±0.59(27)18.41±0.73(33)

17.70-20.0016.95-20.65

3.90±0.14(26)3.80±0.12(30)

3.65-4.303.40-4.00

3.64±0.23(26)3.59±0.22(30)

3.10-4.053.00-3.95

6.34±0.44(15)6.26±0.40(13)

5.45-7.305.65-7.00

4.17±0.50(13)4.46:±0.44(11)

3.50-5.003.85-5.25

27.34±2.48(25)25.16±2.01(32)

24.5-36.522.0-29.0

17.40±1.30(26)16.61±1.85(28)

15.0-20.014.0-20.0

C・:Culmen丘 ・mthe・kull・Bh:Billheightatanteri・redge・fthen・stril
.Bw:Billwidthatanteri。redge。fthen。,tri1.

Dsw:Distancebetweenthetipofsecondaryandthetipofthewing

3.外 部 計 測 値

セグロセキ レイとバ クセキ レイの外部計測値 を

表3に 示す.セ グロセキ レイの雌雄間で は階幅 と

爪 の長 さに有意 差が認 め られないが,そ れ以外の

計測値 は雄 のほ うが雌 よ り有意 に大 きか った .セ

グ ロセキ レイ とバクセキ レイの同性 同士 の比較 で

は,階 高 ・階幅 ・翼差 はバ クセキ レイの方 が有意

に大 きいが,翼 長 ・尾長 ・附蹟長 ・全噛峰長 ・体

重 はセグロセキ レイの方が有意 に大 きか った.セ

グロセキ レイの雌 の翼長 はバ クセキ レイの雄のそ

れよ り有意 に短 く,有 意差 はないが,尾 長 の平均

値 もセグ ロセキ レイ雌 のほ うが短 い傾 向があ った

(p=0.1213).と こ ろが セ グロセキ レイ雌 の附蹟

長 と全階峰長 は,バ クセキ レイ雄 のそれ よ りも有

意に長か った(そ れぞれp=0.0034,p〈0 .0001).

考 察

生息地の質と利用形態

セグロセキレイは網状流河川の居辺川には通年

生息するのに対 し,二 次的生息地である糠平や十

勝三股では繁殖期にのみ生息するというように生

息地利用に違いがみられた.本 州においてもセグ

ロセキレイが周年生息するのは網状流河川であり

(平野1981),水 田地帯や居住地など二次的環境で

は多くが冬季にいなくなった(Nakamura1982) .

また,網 状流河川では冬季になるとセグロセキレ

イの個体数が増加した(平 野1981,0hsaka2001) .

これは河道の外の二次的生息地では昆虫の発生量

が減少 して,採 食が困難になり,水 生昆虫をもと

めて網状流河川へ飛来するためと考えられる.バ ク
セキレイが冬季にセグロセキレイの生息地である河
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川に飛来することも知られている(Ohsako2001)

が,こ れも同様の理由によると考え られる.こ の

ように網状流河川はセグロセキレイにとって冬季

の採食場所として重要である.

なお,居 辺川においてセグロセキレイは8月 か

ら10月に一時的に河道を離れ放牧地や学校のグラ

ンドを採食場所 とした.奈 良県の吉野川水系での

水生昆虫の羽化量の調査によると,水 生昆虫の羽

化量は8月 をピークに9月 以降大 きく減少 した

(御勢1993).ま た佐々木(1990)は,山 形県の

セグロセキレイの生息する河川で夏に水生昆虫の

羽化量が減少することを指摘 している.今 回水生

昆虫の定量的調査は行なっていないので断定的な

ことはいえないが,居 辺川においてセグロセキレ

イが一時期,放 牧地やグラントで採食するのは河

道における水生昆虫の成虫の出現数の減少が関係

している可能性が高い.

網状流河川の特性

河川は,そ の流れから大きく曲流河川meander

streamと 網状流河川に区分される(貝 塚編1979).

砂礫の運搬 ・堆積が活発な河川は,砂 礫の川原を

もっ網状流河川となる.網 状流河川には中州mid-

channelbarや 寄州pointbarが 多 く出現し,こ こ

の水際が浅瀬となる.一 般 に水位が低下する冬季に

はこの浅瀬はより拡大する.ま た,洪 水時には河道

の変更や流路の変更が生ずることがある.流 れが砂

礫の移動により塞がれ,取 り残された河道(旧 河道)

や流路には止水域(「溜り」ともいわれる)が できる.

水生昆虫は,河 川形態や流速によって生息する

種が異なる(御 勢1993).網 状流河川は河川形態

が複雑で速い流れから止水まであり変化に富んで

いる.こ のため多様な水生昆虫相が形成される.

採食習性の特徴

セグロセキレイは昆虫のなかで も水生昆虫を主

に採食する(羽 田 ・篠田1969,浦 本 ・阿部1972).

セグロセキレイは本来の繁殖地である砂礫川原だ

けでなく,河 道の外の二次的環境 も繁殖地 として

利用 している.こ のような二次的環境では,水 生

昆虫よりも陸生昆虫を主要な食物としているよう

である(Nakamuraε'011984).っ まり,陸 生

昆虫の発生量が多い夏季には水生昆虫への依存度

が弱まることを示 している.し かし陸生昆虫が乏し

くなる冬季には水生昆虫に大 きく依存せざるを得

ない.し たがって,セ グロセキレイの生存にとって

冬季の採食場所と食物の確保が大 きな問題となる.

本州中部の宇都宮市の田川(1974年 撮影の国土地

理院の空中写真を見る限り,こ の川は網状流河川

というほど砂礫の運搬堆積は盛んではない)で は

セグロセキ レイが夏季よりも冬季に浅瀬や水辺で

よく採食することが報告されている(Higuchi&

Hirano1983).居 辺川では冬季にユスリカやカワ

ゲラの成虫が水面や地表に出現 している場合,セ

グロセキレイは河道の水辺や浅瀬を歩行 し,こ れ

らを主に捕食 した.し かしユス リカやカワゲラの

成虫が出現 しない場合や出現が乏 しい場合には落

葉を食べるカワゲラやカゲロウの幼虫を求あ河道

の外の旧河道 ・湧泉 ・細流 も採食場所とした.ま

た トビゲラの幼虫などを水中か ら捕食するため,

腹部まで水に入 ったり,噛 のみならず頭部全体を

水中に入れた.こ のような採食行動はバクセキレ

イでは報告 されておらず,セ グロセキ レイに特徴

的な採食行動 とみなすことができる.

外部形態の特徴

Higuchi&Hirano(1983)は バクセキレイとセ

グロセキレイの計測値を比較 し,こ のなかでセグロ

セキレイ雄とバクセキレイ雄の翼長に有意差がない

とした.し か し,そ の後Ohsako(2001)は 京都市

でのセキ レイ類の計測結果を基に,セ グロセキレ

イ雄の翼長の方がバクセキレイ雄のそれよりも有

意に長いことを報告 している.ま た,Alstr6m&

Mild(2003)に よって記載された大英博物館など

に保存されているセキレイ属種 ・亜種の計測値を

検定するとセグロセキ レイ雄の翼長とバクセキ レ

イ各亜種の雄の翼長には有意差が認められた.こ

のようなことか ら,セ グロセキレイの雄の翼長が

バクセキレイの雄の翼長よりも有意に長いとす る

ことに問題はないと考える.

バクセキ レイとの比較から浮かび上がるセグロ

セキ レイの外部形態の特徴は,噛 が薄 くて長いこ

と,足 の爪が短いこと,そ して体が大型で附蹟が

長いことである.特 に注目されるのは,セ グロセ

キレイ雌の附蹟長 と全嗜峰長がバクセキレイ雄の

それよりも長いことである.

中村(1988)は,森 林性鳥類の噛や足などの形
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態と採食方法との関係にっいて研究 し,鳥 の各部

位の形は行動特性と結びっいた適応形であると述

べている.セ グロセキ レイの水辺における行動特

性は,採 食のため頻繁に浅瀬を歩行 し,し ば しば

腹部まで水に入り,階 を水の中に深 く入れること

である.セ グロセキレイの附蹟長と全噛峰長が長

いことは,こ のような採食行動に好適であり,行

動特性に対応 した形態である考えられる.

なお,セ グロセキレイの第1趾 の爪がバクセキ

レイのそれより短いのはセグロセキレイが爪の磨

耗の激 しい砂礫川原を生活の場 としているためと

考えられる.ま た,Higuchi&Hirano(1983)は,

セグロセキレイの外部形態 と採食方法についてバ

クセキレイのそれとの比較から議論 し,こ のなか

で,バ クセキレイが乾いたところで採食するのに

対 しセグロセキレイは水辺で多 く採食するという

採食場所の違いと両者の採食テクニックの違いか

ら階の形態と食べ物の違いが示唆されるとした.

前述のようにセグロセキレイは昆虫の中でも水生

昆虫を主要な食物とする鳥であり,彼 らの薄 くて

細い階は,水 生昆虫食への適応と解釈することが

できる.一 方,バ クセキレイのがっしりした噛は,

水生昆虫よりも堅牢な陸生昆虫を食べることに適

応 した形態と解釈される.

生息地の選好要因

水生昆虫食の利点 は,陸 生昆虫の採食が困難と

なる冬季 も採食が可能なことである.セ グロセキ

レイが通年安定的に生息できる網状流河川 は中州

や寄州が多 く出現 し,浅 瀬が各所にできるため,

浅瀬が少なく採食場所が限定される曲流河川より

も採食適地の面積が広い.ま た,網 状流河川では

洪水時の流路の変動により止水域 も出現するなど,

河川形態が複雑で,流 速 も変化に富むため水生昆

虫相 も多様である.こ のことは食物資源の安定的

獲得に有利となる.し たがって,セ グロセキレイ

が河川の中でも網状流河川を生息地として選好す

る要因は,浅 瀬の面積が大きいという採食のため

の好適性 と水生昆虫の多様性による食物確保の有

利性にある,と 筆者 は考える.
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摘 要

1.筆 者 は1976年 か ら北海道中央部の網状流河

川 と山間の二次的生息地(人 造湖 と貯木場)で セ

グロセキ レイの行動圏 ・採餌習性 にっ いて調査 を

行ない,本 種の生息地選好性 にっ いて検討 した.

ま た生 息地選好性 と形態 との関係にっ いて も検討

した.

2.網 状 流河 川 での行動 圏 の面積 は繁 殖期 に

59,450～68,550m2,秋 季 に246,450～432,100m2,冬

季 に32,200～93,750m2で あ った.ま た山間部 の二

次 的生息 地 での繁殖 期の行動 圏 の面積 は103,100

～144 ,300m2で あ った.

3.網 状 流河川 には留鳥型 ・冬鳥型 ・夏鳥型 が

生息 したが,二 次 的生息地 には留鳥型 は生息 しな

か った.

4.網 状 流河川 では冬季 に河道 だけでな く河道

の外 の旧河道 ・湧泉 ・細流 を採餌場所 と した.

5.ユ ス リカや カワゲラの成虫が発生 していな

いときには浅瀬で腹部 まで水 に入 り,頭 部 を水 中

に入れて トビゲ ラ ・カワゲ ラなどを採餌 した.

6.セ グ ロセキ レイ はバ クセキ レイより長 い附

蹟 と噛を持 っ.こ れ は水 中の水生昆虫を採食す る

のに好適 な形態 であ ると考 え られ る.

7.網 状 流河川 は曲流河川 よ り浅瀬 が多 く,そ

の面積 も大 きい.ま た水生昆虫相 も多様 であ る.

このためセグ ロセキ レイは周年水生昆虫 を採食 で

きる砂礫川原 があ る網状流河川 を生息地 として選

好す ると考 え られる.
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Summarv

TheauthorhasstudiedthehomerangeandforaginghabitsofJapaneseWagtail

atthebraidedstreamsandthesecondaryhabitats(reservoirandlumberyard)in

centralHokkaidosince1976.Theaimsofthestudyweretoclarifythefactorsof

habitatpreferenceandtherelationbetweenhabitatpreferenceandmorphological

traits.Homerangessizesinthebraidedstreamswere59,450～68,550m2inthe

breedingseason,246,450～432,100m2infall,and32,200～93,750m2inwinter,andthe

onesinsecondaryhabitatswere103,100～144,300m2inthebreedingseason.There

wereresidenttype,wintervisitortypeandsummervisitortypeatthebraided

streams,butwasnotresidenttypeatthesecondaryhabitats.Theyforagednot

onlyatriverchannelbutatformerriverchannel,springatterracescarpandsmall

brooksofriparianforestatthebraidedstreaminwinter.Whentherewasno

appearanceofadultmidgesandstonefliesatashorelineofthebraidedstreams,

theyenteredwatertotheabdomenatashoalandputtheirheadsintowaterto

forageaquaticinsects.JapaneseWagtailhaslongerbillandtarsusthanWhite

Wagtail.Itisconsideredthatthesemorphologicaltraitsaresuitableforforaging

aquaticinsectsinthewater.Thebraidedstreamshavemoreshoalsthanmeander

streamsandsuperficialmeasureofshoalsinthebraidedstreamsarelargerthan

thoseinthemeanderstreams.Braidedstreamshavemorevariedinfaunaof

aquaticinsectsthanmeanderstreams.Thatistosay,thebraidedstreamsare

suitablehabitatforJapaneseWagtailastheyhavefavoringforagingcondition

throughouttheyear.ThereforetheauthorconcludesthatJapaneseWagtail

prefersthebraidedstreamsthathavesandandgraveldryriverbeds.


